
再生可能エネルギーは、地球環境に対して負荷の少ない自然界のエネルギーであり、2050
年における温室効果ガス排出80％削減を目標とする「パリ協定」の実現に向けて重要な役割
を担っています。

再生可能エネルギー関連事業者の中にSDGsへの関心の高まりが見られる一方、RE100
（事業運営を100％再生可能エネルギーで賄うことを目指す組織）への参画企業も増加して
います。再生可能エネルギーを安く安定的に提供できる地域は企業にとっても魅力的である
ことから、これらの事業者と地方自治体や地域住民が連携し、地域と共生していくことが重
要です。

再生可能エネルギーについては、地域の中で環境も経済も回る仕組みを目指すため、地域
一体となった取組を広げていくことが望まれます。その際は、エネルギーや地球温暖化対策
関係者のみならず、地域の資源の供給元となる農林漁業関係者の更なる関わりが求められて
います。

１ 農山漁村 × 再生可能エネルギー

地域の再生・創生、雇用創出
地域主体の地域づくりのチャンス

課題
・地域における人材育成
・技術革新（蓄電池、地域循環

システムの構築等）
・固定価格買取制度（FIT制度）

の買取期間満了後の持続的活用

▌ 農山漁村×再生可能エネルギー

○ 農山漁村地域が持つ豊かな資源
（太陽光、風力、バイオマス等）

農山漁村の価値 再生可能エネルギーの価値

○ 低炭素
○ エネルギーの地産地消
○ 燃料負担の軽減（電力料金の軽減）
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▌ 農業×太陽光発電

▌ 自治体×バイオマス産業
「京都バイオリサイクルプロジェクト」をはじめ

地域の特徴を活かし、環境にやさしく災害に強い
地域を目指すバイオマス産業都市の選定数は着実
に増加しています。
2014年度にバイオマス産業都市に選定された富

山県射水市では、同市のバイオマス産業都市構想
に基づき、もみ殻を有効利用する事業が展開され
ています。2018年５月から稼働しているいみず野
農業協同組合のもみ殻循環施設では、カントリー
エレベーターから大量に排出されるもみ殻を燃焼
させ、熱を施設園芸用ハウスの暖房に利用してい
ます。また、もみ殻の燃焼により得られる灰は可
溶性シリカを多く含み、肥料として活用できるこ
とから、肥料登録に向けて協議を進めています。
同施設では年間321ｔのもみ殻を処理する計画と
なっており、地域農業の活性化の一助となってい
ます。

いみず野農業協同組合のもみ殻循環施設
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営農型太陽光発電は、作物の販売収入に加え売
電による継続的な収入や発電電力の自家利用等に
よる農業経営の更なる改善が期待できる取組手法
で、地域の中で環境も経済も回る仕組みを構築し
ていくことが可能です。

（出典：千葉エコ・エネルギー株式会社）

例えば千葉県匝瑳市では、拡大した荒廃農地の
解消が課題となっていたところ、その解決のため
営農型太陽光発電に注目し、新規就農者や地元発
電事業者等が一体となって挑みました。パネル下
では有機農業で在来大豆等を栽培して有機慣行と
同等の収量を確保した他、県内事業者と連携して
収穫した大豆を代替コーヒーや菓子等の製品にす
る等、付加価値の高い農業に取り組んでいます。
農業者は売電収入の下支えで安定経営を実現し、
営農型太陽光発電による耕作面積の拡大で荒廃農
地が解消するなど、地域農業の継続性も高まりま
した。豊かさを追求しながら、地球環境を守る
SDGsに寄与する取組となっています。

※ 営農型太陽光発電とは、農地に支柱を立てて、営農を継続
しながら上部空間に太陽光発電設備を設置する取組

営農型太陽光発電に取り組む農業者

パネル下の落花生栽培

そうさし

いみずし

（出典：千葉エコ・エネルギー株式会社）

（出典：射水市役所）
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